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問合せ 
交通安全防犯課（担当者：稲熊祐治、福岡慶祐） 

（内線）3-2050（直通）0565-34-6633 

令和３年７月１５日 

交通死亡事故ゼロの実現に向けた 
「ジコゼロ大作戦」の開始について 

豊田市は、トヨタ自動車株式会社、公益財団法人豊田都市交通研究所及び一般財団法人トヨ

タ・モビリティ基金とともに、豊田市つながる社会実証推進協議会の取組として、交通死亡事故

ゼロの実現に向けた「ジコゼロ大作戦」を開始します。 

この取組は、市がこれまで取り組んできた交通安全啓発活動や、事故多発地点における交通安

全施設の整備などを通じて蓄積してきた知見やデータを活用し、４つの新たな先進実証を官民

連携で複合的に行うものです。 

 

● 実証期間 

令和３年 7 月 30 日（金）～令和４年３月 31 日（木） 
 
● 実証内容 (詳細は別添参照) 

   最先端技術を活用した以下の４つの実証を試み、結果を検証しながら改良を重ね合わせ

ていくことで、交通安全対策の普及を図る。 
 
（１）スマートポール実証実験 

   カメラや通信機器等を搭載した電柱等を交差点に設置することにより、優先道路を進行

してくる車両の種類や緊急車両を認知し、電光掲示板に絵文字や矢印を表示させることで、

交差点に進入する車両や人等に対して注意喚起をする。 
 
（２）ヒヤリハットデータベースの構築及び活用 

小学生及び保護者から過去に収集した身近な危険か所についてのヒヤリハットデータを

データベース化して公開することにより、住民に注意喚起をする。 
 

（３）高齢者安全運転診断サービスの提供で得られるドライブレコーダーデータの活用 

  高齢者の自家用車に設置したドライブレコーダーのデータを活用し、運転者の挙動を把

握・分析した上で、安全運転のアドバイスを提供する。また、データ分析を行い、交通危険

か所の抽出や交通安全対策を立案する。 
 
（４）プローブデータの活用 

  トヨタ自動車のコネクティッドサービスを利用して車両から収集した車速や位置などの

データや、交通事故データ等を活用し、危険か所の特定・原因分析による交通安全対策の

立案及び実施、対策後の効果検証を行う。 
 
● 実証主体及び役割 

  ・豊田市：全体統括、交通安全啓発活動及び交通安全施設整備 

  ・トヨタ自動車：先進技術・データ活用施策等の検討及び実施 

  ・豊田都市交通研究所：交通安全に対する知見を活用した調査及び研究 

  ・トヨタ・モビリティ基金：各取組のプロジェクトマネジメント、各種活動支援 
 
● その他 

7 月 30 日（金）午前 10 時から、豊田市旧図書館文化財倉庫前（陣中町 1 丁目 19 番地

1）にて、豊田市長及び豊田警察署長の立ち合いのもと、スマートポールの除幕式を兼ねた

「ジコゼロ大作戦」のキックオフイベントを開催します。 

 
以上（添付資料：有 写真データ：無） 


